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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは，研究機関全体を通じて，顧客の店舗内回遊データに基づく
店舗内回遊モデルのシミュレーションと，その回遊行動に基づく購買行動の統合的シミュレーションを行った．
これまで顧客の店舗内回遊データと，その結果として購買された記録であるPOSデータを連動させて詳細にモデ
ル化することは困難であったが，これを実現することで顧客の店舗内回遊購買モデルを構築し，シミュレーショ
ンにより顧客の行動を再現することに成功した．これらの研究成果は，論文や国際会議での発表を行うことがで
き，内容的にも，報告した論文では学会賞なども受賞することができた．

研究成果の概要（英文）：In this research project, we performed an in-store journey model simulation 
based on the customer's in-store journey data and POS data. Traditionally, it has been difficult to 
link the customer's in-store journey data with the POS data, which is the record of purchases as a 
result, to model in detail, but we performed that. We built a model and succeeded in reproducing the
 customer's behavior by simulation. These research results could be presented at papers and 
international conferences, and in terms of content, the reported papers were also awarded academic 
awards.

研究分野：経営情報科学

キーワード： データマイニング　シミュレーション　顧客回遊モデル

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究では十分に行われなかった店舗内での顧客の回遊行動データと，POSデータを完全に連結し，顧客の周
遊行動とそれに基づく商品購買を再現するモデルを提案した．また提案モデルを利用した，シミュレーションを
実行し，その結果と実際のデータの相違を確認して，顧客の店舗内回遊とその購買に関しても，十分に再現でき
ていることを確認した．モデルの精緻化についてはいくつかの課題が残っているものの，提案モデルを利用すれ
ば，これまで困難であった店舗内でのプロモーションを事前にシミュレーションが可能になる．またこの方法
は，今回対象とした店舗以外においても利用可能な一般的な方法であることは，重要な点であるといえる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 
 

IOT の発達によりビッグデータ化の流れは加速化し，その利用可能性は着実に拡がりつつある．

中でも人の移動履歴データやそれに付随した行動データは，最近注目されている１つであり，屋

外でのマクロな移動履歴データは GPS を活用して取得し，災害関連などの研究成果も報告され

ている．一方，よりミクロな店舗などの屋内の移動履歴データを取得するには，GPS の利用が困

難であるため，ブルートゥース・ビーコンや，WiFi または RFID などを用いて位置特定の研究が

行われ，成果が得られている現状にある．一方で小売店舗側からの視点に立つと，上記のような

スマートセンサー，およびそれを解析するリテール AI 技術は，店舗の省力化の観点では店舗の

無人化へと誘う一方で，店舗の業績拡大の観点からは，これらのデータを総合的に利用して，プ

ロモーションに活用しようとする動きが始まりつつある．これまで実際の店舗におけるプロモ

ーションは，人為的な意思決定，いわゆる勘と経験に基づく部分によるものが多かった．この点

についていくつかの先行研究は散見されるものの，顧客の店舗内回遊位置は，細かな精度で識別

することが困難であったため，分析においてもおのずと限界が生じていた．これらについては，

IoT の活用によって改善できる可能性があり，より研究を前進させられる可能性があると考えた．

具体的には，ブルートゥース発信機とスマートディバイスを活用して店舗内での顧客の回遊購

買行動を既存研究より詳細に把握したデータを活用するとともに，POSデータとIDで連動させ，

これまで不十分であった回遊行動と購買行動を統合的に扱うことで，より優れた顧客の回遊購

買行動をモデル化できると考え，本研究に取り組んだ．  

 
 
２．研究の目的 
 

本研究では，まず消費者の店舗内回遊履歴データと実際の購買履歴データを併合した統合化

購買行動履歴データを取得する．統合化購買行動履歴データは，ブルートゥース受発信機を利用

し，顧客の店舗内移動の２次元座標が推定されたデータ，そして既存の POS データから構成され

る．本研究では，これらのデータを統合してマイニングすることによって，これまで明らかに出

来なかった購買以外の消費者の商品購買に関する関心や実際の購買行動を明確化し，回遊移動

とそれに伴う購買行動をモデル化することが目的である．そしてこのモデルを用いてエージェ

ントベースドシミュレーションを実行して，実際の回遊行動と購買行動が再現可能であること

を確認する．その結果として，様々なセールスプロモーションに対する未購買時の反応を予測す

ることが可能となり，その効果を事前に把握することが可能となる． 

 
 
３．研究の方法 
 

 研究上実施しなければならないこととその方法は，以下の通りである． 

(1) 顧客の店舗内回遊データとPOSデータは，共通の IDを付されてはいるが，協力企業からは，

別々のデータとして提供される．これらは完全に一致しているデータではないため，データ

を連動させる必要があり，様々なクリーニング処理を行うことで統合化を完了する． 

(2) 顧客の店舗内回遊データは，ブルートゥースを利用して取得しているため，データの揺らぎ

が存在し，そのまま利用できない状態のデータも多く含まれている．そのため異常性をマイ

ニングし，利用可能な状態にデータを修正する． 



(3) 利用可能になったデータについて，顧客の店舗内回遊モデルを構築するために，必要な情報

をマイニングし，その結果を利用してモデルを構築する． 

(4) 店舗内回遊モデルを前提として，連動している POS データを用いて顧客の購買を再現する

購買モデルを構築する． 

(5) 最終的に店舗内回遊購買モデルを完成し，エージェントベースドシミュレーションを実行

することで，店舗内回遊の再現性，および購買の再現性を確認する． 

 
 

 

上記のような流れで研究を実施し，各プロセスにおいて状況を確認してフィードバックを行う

とともに，全体のプロセスの実施についても状況を確認してフィードバックを行う． 

 

 
４．研究成果 

 

研究期間全体を通じて，予定していた顧客の店舗内回遊購買モデルを構築するとともに，エー

ジェントベースドシミュレーションを実行して，店舗内回遊行動，および店舗内購買行動を十分

に再現できていることを確認することができた．これまで顧客の店舗内回遊データとそれと連

動している購買履歴データを用いて，詳細なモデルを構築することは困難であった．しかしなが

ら，データの取得方法，データの処理方法，そしてモデル化の方法を工夫することでこれを実現

し，エージェントベースドシミュレーションを実行した結果と，実際の結果を比較することで，

モデルによって実行された結果が，現実の顧客の行動を再現できていることを確認することが

できた．我々の研究では，顧客の店舗内回遊だけでなく，回遊の状況とその際に生じた購買の結

果の両方を再現することに成功している．例えばこのモデルをベースとすれば，何らかの販売プ

ロモーションを想定した場合，影響度合いの推定結果を利用すれば，プロモーションを実施する

前にその効果を推定することができるようになると期待される．またこれらの研究内容に関し

店舗内回遊データ POSデータ 

（１）データの統合作業により，統合化回遊購買データの作成 

（２）回遊データの修正 

（３）修正されたデータを用いた店舗内回遊モデルの構築 

（４）修正されたデータを用いた店舗内購買モデルの構築 

（５）モデルを統合しエージェントベースドシミュレーションを

実行して再現性を確認 



て，以下のような研究成果を得ることができた．国際会議では６件の報告を行うことができ，研

究論文としても３件を発表することができ，これ以外にも国内の学会等で多数の研究報告を行

うことができた．研究論文の 1件については，計測自動制御学会における論文賞を受けるなど，

内容的にも十分な研究成果を得ることができたと考えている． 
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